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主要国での１人１日あたりのレッドミート供給量（2013年）

【事例１】加工肉・レッドミートの危険度（リスク）③

出典：FAOSTAT「Food Balance Sheets」の2013年データより東海農政局にて試算。
備考：レッドミートは、｢Bovine Meat｣、｢Mutton & Goat Meat｣、｢Pigmeat｣、｢Meat, Other｣、｢Offals, Edible｣の合計とした。
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では、日本人はどのぐらい食べている？？

13g ･･･ 加工肉

54g ･･･ レッドミート
1日
あたり

厚生労働省「平成28年 国民健康・栄養調査」によれば

67g

 世界的に見て最も摂取量の低い国のひとつ

 日本人の平均的な摂取の範囲であれば、大腸がん発生
リスクに与える影響はないか、あっても小さい

多くの種類の食品をバランス良く！

加工肉だけをたくさん食べるなど
特定の食品の食べすぎは控えましょう。

国立がん研究センターの見解

５０ｇは、約４倍

１００ｇは、２倍

【事例１】加工肉・レッドミートの危険度（リスク）④
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２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ



WTO/SPS協定

Sanitary and Phytosanitary
(人、動物、植物の生命もしくは健康）

○ WTO加盟国の食品安全に関する
措置は、

 科学的原則に則っていなければな
らない～科学的根拠なしに維持し
てはいけない（第2条2）

 もし国際的な基準（Codex規格）が
存在するならば、それに基づいて
いなければならない(第3条1)

 関連国際基準によって確立された
リスク評価の手法に基づいていな
ければならない（第5条1)

関係する国際協定・国際機関

世界貿易機関  国連食糧農業機関（FAO）と世界保
健機関（WHO）が1963年に設立

 現在188カ国、1政府間組織(EU)が
加盟（我が国は1966年より参加）

 消費者の健康の保護、食品の公正
な貿易の確保等を目的

 国際食品規格（Codex規格）と実施
規範（code of practice）など関連文
書を作成

 コーデックス委員会の下に、計29
部会（休会中を含む）が設置

 事務局：FAO本部（ローマ）
（2018年5月現在）

コーデックス(Codex)委員会
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＜２(1) 食品安全行政の枠組＞


